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令 和 ３ 年 １ ０ 月 

経済産業省貿易管理部 

安全保障貿易管理課 

 

Ⅰ 改正趣旨 
  

大量破壊兵器の拡散防止及び通常兵器の過剰な蓄積の防止等の観点から、安全保障に係る

輸出管理については、我が国を含めた主要国が参加する国際輸出管理レジーム会合において

輸出規制等をすべき対象が合意されている。 

我が国においては、合意内容を担保するため、技術については、外国為替及び外国貿易法

（以下「外為法」という。）第２５条の下に定められる政令（外国為替令）に、貨物につい

ては、外為法第４８条の下に定められる政令（輸出貿易管理令）に規定することで、輸出規

制等の対象としている。 

各国際輸出管理レジームにおける昨年までの合意等を受けて、関連省令・関連通達の改正

を行うことにより、規制の対象となる技術及び貨物を追加等し、併せて、その他所要の改正

を行う。 

※令和３年１０月１５日（金）公布（令和３年１２月１５日（水）施行） 

 輸出貿易管理令別表第一及び外国為替令別表の規定に基づき貨物又は技術を定める

省令の一部を改正する省令（令和３年経済産業省令第７４号） 

 「輸出貿易管理令の運用について」等の一部改正について（令和３年１０月１５日

付け輸出注意事項２０２１第２８号） 

 

 

Ⅱ 改正内容 

 

原子力関連（２の項関係） 

 

 測定装置の仕様に関する規定の改正【規制内容の明確化】 

オートコリメータにつき、規制対象外となる光学的器械に含まれることを明確化する改

正を行う。 

 貨物等省令第１項第１７号ハ【省令】 

 

化学兵器関連（３の項関係） 

 

 化学製剤の原料物質の追加【規制強化】 

ＡＧの合意事項を踏まえ、原料物質（２４種類）の追加を行う。 

 貨物等省令第２条第１項第１号【省令】 
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 かくはん機の仕様に関する規定の改正【規制内容の明確化】 

規制対象範囲を明確化する改正を行う。 

 貨物等省令第２条第２項第６号【省令】 

 

生物兵器関連（３の２項関係） 

 

 ウイルスに係る規定の追加【規制強化】 

ＡＧの合意事項を踏まえ、規制対象となるウイルスの追加を行う。 

 貨物等省令第２条の２第１項第１号【省令】 

 

 収容装置の解釈の改正【規制の明確化】 

 運用通達３の２の項【通達】 

 

材料加工関連（６の項関係） 

 

 測定装置の仕様に関する規定の改正【規制内容の明確化】 

オートコリメータにつき、規制対象外となる光学的器械に含まれることを明確化する改

正を行う。 

 貨物等省令第５条第１項第８号ハ（省令） 

 

コンピュータ関連（８項関係） 

 

 ニューラルコンピュータの解釈の改正【規制の明確化】 

 運用通達８の項【通達】 

 

その他 

 

上記のほか、所要の改正（技術的・修辞的な修正を含む）を行う。 

 貨物等省令の改正 

 運用通達の改正 

 役務通達の改正 

 補完規制通達の改正 

 

 

 

 

 

 




